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こけしと言う名称とも関係にある 
 
     芥子人形とはなにか・・・ 
 

「早くは雍州府志から、幕末の書物にわたって、芥子
人形といふのがみえる。芥子人形は広く行われ、寛永
二年五月豊竹座上演の金屋金五郎後日雛形の舞台
の図を見ても、人形屋の店先に『萬人形屋 ひいな
色々 けし人きょう はたか人形 いしょうきせ品々あ
り』の如く見え、裸人形とともにありふれた人形であっ
たらしい。芥子人形といふ言葉は多少意味を違えて用
ひたやうであるが、小さい人形といふ意味に用ひたの
は同じである。小さいといっても、江戸時代の人形は
概して大手であったので、極小といふ意味ではない。」
〈山田徳兵衛・日本人形史〉 
 

雍州府志 
貞享3(1686)年に刊行された山城国についての最初の総合的・組織的な地誌 



有
坂
與
太
郎
「玩
具
叢
書
」（日
本
玩
具
史
篇
） 

芥
子
人
形
の
発
祥
は
決
し
て
新
ら
し
く
な
か
っ
た
。
「好
色
一
代
男
」に
は

「小
箱
を
さ
が
し
芥
子
人
形
云
々
」と
あ
り
、
「傾
城
風
流
杉
盃
」江
戸
の
巻
に

も
「あ
や
ま
り
て
芥
子
人
形
の
頭
を
耳
の
中
へ
人
・・・ほ
そ
き
管
の
先
に
ふ
き

や
の
ご
と
き
紙
を
付
、
御
耳
へ
さ
し
こ
み
を
き
、
く
だ
の
木
口
よ
り
、
け
し
人

形
の
あ
た
ま
を
す
ひ
付
」と
見
え
る
の
で
享
保
以
前
に
行
は
れ
て
ゐ
た
事
に

疑
義
が
な
い
が
、
事
実
上
流
行
し
た
の
は
寛
政
以
降
で
あ
っ
た
。 



「傾城風流杉盃」江戸の巻  宝永二年（1705） 



「御
芥
子
人
形
包
紙
・人
形
」ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵 



「東海道名所図絵」 寛政三年（1791年) 箱根湯本挽物店  箱根名品挽物細工  

街道湯本村にあり。花美なる諸品を細工して、色々彩り塗りて店前に飾る。また雛の芥子人形の細工
をしおらしくして、わずか方寸の箱に百品二百品も入れるなり。 湯本伊豆屋の店諸品多し。 





こけし発生の三条件 
①木地師が温泉地に定住していて、湯治客の需要を直接感じられる。 
②赤物が伝えられる。 ⇒ 木地に染料で色を付ける 
③湯治習俗が一般農民に一種の再生儀礼として定着する。 

赤物とは何か 

赤物というのは赤い染料を使った玩具や 

土産物のこと、赤は疱瘡（天然痘）から守るあ
るいは魔を除けるといってこの赤物を喜んで
買い求め、子供のもてあそび物にした。 

伏見土人形 

鴻巣の赤物 

木地玩具の赤物は箱根・小田原が先進地 

http://www.h2.dion.ne.jp/~hushimi/akamono.htm
http://www.city.kounosu.saitama.jp/9,7559,83,496.html


こけし発生の三条件 
①木地師が温泉地に定住していて、湯治客の需要を直接感じられる。 
②赤物が伝えられる。 ⇒ 木地に染料で色を付ける 
③湯治習俗が一般農民に一種の再生儀礼として定着する。 

土湯 ① 正徳、おそくても文政10年以前に、温泉地に木地師はいた。 
 ② 佐久間亀五郎により小田原・箱根より伝えられる 
 ③ 湯治客も土湯街道を往来する人も多くいた 

遠刈田 ① 温泉地に近接した新地には延亨年間ころに木地は伝わっていた。 
           （延亨元年(1744)の氏子駆帳に八宮、横川が応じている） 
 ② 赤物の直接の伝承の記録・聞書きはない（文政6年と8年の金毘羅碑がある） 
 ③ 湯治客も遠刈田温泉に多く入っていた。 

作並 ① 南條徳右衛門（享和元年（1801年）生まれ）が木地を挽き始めた。 
 ② 南條徳右衛門自身が箱根より伝えた。 
 ③ 湯治客も作並に多く入っていた。 

鳴子 ① 小田原の木地師が天保年間に鳴子にやってきて木地を伝えた。 
 ② 小田原の木地師自身が伝えた。 
 ③ 湯治客も鳴子に多く入っていた。 



岩松直助文書 
 万延元年（1860） 

 
高橋五郎さん発見 

南條徳右衛門のこと 



高橋五郎さんの発見 
昭和56年12月10日 

 
岩松直助文書は 
この玄関正面の 

神棚の上の真っ黒な 
木箱の中にあった 

 

鹿間・橋本 
 「仙山紀行」の旅 

木の花 第4～7号 
昭和46年9月 

 
芋沢の今野多利之助訪問 
発見は赤と青の染料箱のみ 



岩松直助 

南條徳右衛門 

十
月
八
日 
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作並温泉 
  一本杉の墓地 
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孝太郎と小林家記録書    樋口 達也 さん撮影 





南
條
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岩
松
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小
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倉
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小
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藤
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司
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小
林
倉
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小
林
清
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平
賀
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蔵 

高
橋
胞
吉 

岩
松
直
治 

槻
田
與
左
衛
門 此

業
を
知
る
者
は
予
が

兄
弟
羽
前
に
二
人 

 

汝
と
共
四
人 

岩
松
直
治
舎
弟 

南
條
九
十
治 

明
治
11
年
9
月
12
日
没 

明
治
10
年
5
月
10
日
没 

西
南
戦
争
戦
死 

明
治
7
年
5
月
22
日
没 

万
延
元
年
年
11
月
6
日
生
ま
れ 

安
政
元
年
年
2
月
27
生
ま
れ 

戸
籍
名 

今
朝
右
衛
門 

天
保
9
年
年
3
月
27
日
生
ま
れ 

明
治
22
年
4
月
1
日
没 

安
政
6
年
年 

3
月
21
生
ま
れ 

弘
化
2
年
11
月
23
日
生
ま
れ 

愛
子 

芋
沢 

折
立 

作
並 

仙
台 

作
並 

山
形 

作
並 



作並こけしの誕生（推定） 
• 享和元年(1801) 南條徳右衛門 小田原付近に生まれる 

   箱根湯本の木地屋について木地を学ぶ 

• 文政8年頃(1825) 南條徳右衛門(25歳頃)東北へ移り作並に落ち着く 
   岩松旅館（先代喜惣治のころ）の地内で営業 

• 文政11年(1828) 麻生政治 秋田県雄勝郡三梨村に生まれる 

• 天保9年(1838) 小松藤右衛門(今朝右衛門） 愛子にうまれる 

• 天保末年  飢饉の後、秋田雄勝郡より麻生政治が作並に来る 
   岩松の地内で南條徳右衛門に木地を習う 
   兄弟弟子が他に二名いた 
   麻生政治 名を岩松直助と改める 

• 弘化2年（1845) 小林倉治 山形市旅籠町に生まれる 

• 嘉永初年  直助以外の弟子二名は羽前（山形）に移る 

• 嘉永5年頃（1852 ) 小松藤右衛門 岩松直助の弟子となる 

• 万延元年(1860) 小松藤右衛門 相伝書を直助より受ける  
   小林倉治 作並の直助の弟子になる 
   （山形旅籠町に居た直助兄弟弟子九十治の紹介） 
 

こ
の
期
間
の
い
つ
頃
か
、
こ
け
し
は
生
ま
れ
た 



岩松直助文書 
 万延元年（1860） 

 
高橋五郎さん発見 
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〈こけしの郷愁・11〉で鹿間時夫が「作並系を提唱」した。 
それ以前には、作並や山形のこけしは、 

熊沢系あるいは遠刈田系の中にひとくくりにされていた。 

〈こけしの郷愁・11〉昭和30年3月 

仙山紀行取材  
芋沢付近 

昭和46年9月 





湯主岩松 



こけし山河第17号（昭和47年9月） こけし山河執筆のために作った4次元年表 
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松
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庄
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太
田
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吉

文化
元

1804
2 1805
3 1806
4 1807
5 1808
6 1809
7 1810
8 辛未 1811
9 1812

10 1813
11 1814
12 1815
13 1816
14 1817

文政
元

1818
2 1819
3 1820
4 1821
5 1822
6 1823
7 1824
8 1825
9 1826

10 1827
11 1828
12 1829

天保 元 1830
2 1831
3 1832
4 1833
5 1834
6 1835
7 1836
8 1837
9 1838

10 1839
11 1840
12 1841
13 1842
14 1843

弘化 元 1844
2 1845
3 1846
4 1847

嘉永 元 1848
2 1849
3 1850
4 1851
5 1852
6 1853

安政
元

1854
2 1855
3 1856
4 1857
5 1858
6 1859

万延 元 1860
文久

元
1861

2 1862
3 1863

元治 元 1864
慶応

元
1865

2 1866
3 1867

明治
元

1868
2 1869
3 1870
4 辛未 1871
5 1872
6 1873
7 1874
8 1875
9 1876

10 1877
11 1878
12 1879
13 1880
14 1881
15 1882
16 1883
17 1884
18 1885
19 1886
20 1887
21 1888
22 1889
23 1890
24 1891
25 1892
26 1893
27 1894
28 1895
29 1896
30 1897
31 1898
32 1899
33 1900
34 1901
35 1902
36 1903
37 1904
38 1905
39 1906
40 1907
41 1908
42 1909
43 1910
44 1911

大正 1 1912
2 1913
3 1914
4 1915
5 1916
6 1917
7 1918
8 1919
9 1920

青根秋保愛子山形 作並 折立 芋沢

① 

② 

④ 

槻
田
与
左
衛
門 

槻
田
与
左
衛
門 

槻
田
与
左
衛
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庄
司
惣
五
郎 
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野
新
四
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太
田
庄
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③ 

今
野
新
四
郎 

こけしの誕生 

①～④ 

作並で売られた
こけしの作者 



岩
松
喜
惣
治 

喜
蔵 

喜
惣
治 

喜
蔵 

よ
ふ 

亥
之
助 

亥
之
助 

ふ
く 

喜
一 

ち
さ
と 

豪
一 

つ
ま 

明
治
11
年
12
月
17
日
没
31
歳 

明
治
10
年
11
月
6
日
没
55
歳 

安
政
6
年
8
月
13
日
生
ま
れ 

湯
主 

岩
松 

寛
政
八
年
に
、
岩
松
喜
惣
治
が
仙
台
藩

の
許
し
を
得
て
開
湯
に
着
手
し
た
。
道

路
と
設
備
を
整
え
る
の
に
八
年
を
要
し

た
と
い
う
。
広
瀬
川
の
左
岸
（
東
岸
）

に
あ
る
現
在
の
鷹
泉
閣
岩
松
旅
館
の
前

身
で
あ
る
。 

 



明治15年10月出版 有田正誠 編輯 



明治24年7月印行  

蓑笠學人 編著 
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明治三十九年十一月の京都市岡崎町博覧会館に展示写真 
明治四十年三月発行の京都教育会会報「こども博覧会記念号」 
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大正 1 1912
2 1913
3 1914
4 1915
5 1916
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8 1919
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明治30年 × 
× 京都博覧会出陳 

明治39年 

槻
田
与
左
衛
門 
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与
左
衛
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槻
田
与
左
衛
門 
庄
司
惣
五
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野
新
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太
田
庄
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今
野
新
四
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○ 



「飲酒」 第五首 悠然望南山 
          陶淵明 
結廬在人境 而無車馬喧 
問君何能爾 心遠地自偏 
采菊東籬下 悠然見南山 
山気日夕佳 飛鳥相与還 
此中有真意 欲辨已忘言 

菊籬 

http://homepage3.nifty.com/bokujin/magaki.htm


吉太郎 安太郎 広三 

山形に残る菊籬の痕跡 



華の冠 頭頂の華を 
「華の冠」と称して
装飾化する様式 

小林一家吉太郎 



「華の冠」頭頂の華は
意外なところまで 
伝播している 

小林一家 
吉太郎 慶一郎 常松 



伝常松のこけしは頭頂花を抱く作並様式の菊を描く胴模様 



井桁 梅花 枝梅 旭菊 崩れ桜 重ね菊 木目 

崩れ桜の起源 



作
並
古
こ
け
し 

槻
田
与
左
衛
門 

崩
れ
桜
へ 

「
桜
崩
し
」
と
も
い
う 

作
並
の
蟹
花 

岩松亥之助に昔からの作並の模様
を描くようにと言われて 
描き始めた謙蔵の蟹花 

菊から桜へ 



？ 

上端を付けるほうが位置決めが易しい 

割れ鼻の起源 



遠刈田古作こけし 
周右衛門一家 
高橋五郎蔵 


